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岩手県の概要（人口・産業等）

岩手県

東京

◆人口 約125.6万人（2017.9現在）

◆面積 15,275.01ｋ㎡ （2016.10現在）

◆県内総生産（名目） 約４兆６千億円（2014年度）

第一次産業 3.1％（全国 1.2％）
第二次産業 28.8％（全国 24.9％)
第三次産業 68.1％（全国 74.0％)



岩手県の概要（アクセス）
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〔北上市展勝地の桜〕

〔八幡平の紅葉〕

岩手県の概要（四季と食べもの）
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〔宮古市浄土ヶ浜〕
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いわての地酒 いわて牛 オリジナル水稲品種



岩手県の概要（韓国とのつながり）

北東北３県・北海道ソウル事務所

◆2002年11月に設置
◆経済交流の拡大支援
◆誘客宣伝などの観光関連業務

学術交流

◆岩手大学と明知大学校
◆岩手県立大学と慶尚大学校、又松大学校

若者のスポーツ交流

◆2011年「日韓青少年夏季スポーツ交流事
業選手団」来県
◆2014年「日韓中ジュニア交流協議会岩手
大会バスケットボール競技」を一関市で開催
◆2015年氷上競技（スケート、アイスホッケー、
カーリング）で中学生の相互派遣



東日本大震災津波からの復旧・復興

■本県の犠牲者

死者数 ５，１３５人 （直接死4,672人、関連死463人）

行方不明者数 １，１２２人

■本県の住家被害の状況

家屋倒壊数 ２６，０７７棟 （全壊19,507棟、半壊6,570棟）

■産業被害の状況
（農林業、水産業、商工業等）

被害額 ８，２９４億円

■公共土木施設被害の状況
（河川、海岸、道路、港湾等）

被害額 ２，５７３億円

（2017年3月31日現在）

（2017年3月31日現在）

（2011年11月25日現在）

（2011年7月25日現在）

被害状況



岩手県東日本大震災津波復興計画

復 興 実 施 計 画

復興基本計画
（2011年度～2018年度）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

第２期
～本格復興期間～
（2014～2016年度）

第３期
～更なる展開への連結期間～

（2017～2018年度）

「安全」の確保 「暮らし」の再建 「なりわい」の再生

■復興計画の概要
《復興の目指す姿》いのちを守り 海と大地と共に生きる

ふるさと岩手・三陸の創造

東日本大震災津波からの復旧・復興

第１期
～基盤復興期間～
（2011～2013年度）



東日本大震災津波からの復旧・復興

宮古

小本

釜石

田野畑

×

北リアス線

南リアス線

気仙沼

吉浜

八戸

ＪＲ八戸線（2012年3月再開）

盛

久慈

三陸鉄道へ
運営移管
(2019年見込み)

ＢＲＴによる復旧

ＪＲ大船渡線

ＪＲ山田線

一
貫
運
行

2014年4月全線運行再開

2014年4月全線運行再開
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陸前高田市 高田地区海岸
災害復旧工事の状況
（2016年５月撮影）

■「安全」の確保



東日本大震災津波からの復旧・復興

■「暮らし」の再建 ■「なりわい」の再生

嵩上げ地区に初めて開業した大型複合
施設「アバッセたかた」（陸前高田市）

新たに整備された
定置網漁船

県営栃ケ沢地区災害公営住宅
（陸前高田市）

大槌町立大槌学園
（大槌町）



復興の公式

「地元の底力」＋「様々なつながりの力」

＝「復興の力」

東日本大震災津波からの復旧・復興



東日本大震災津波からの復旧・復興

三陸防災復興博（仮称）

１ 開催場所
岩手県沿岸部13市町村全体を会場とするオープンエリア型

２ 開催内容
・震災からの歩みと将来に向けた備え

記憶・記録の伝承、文化芸術企画の充実など

・三陸の豊かな資源を生かした新たな魅力の創造
三陸鉄道を核とした企画の展開など

・地域の連携によるにぎわいの創出
観光ゾーンの設定と発信拠点の設置など

３ 開催時期
2019年を予定

（三陸鉄道）



資料：総務省統計局「国勢調査」「人口推計」

人口減少対策
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岩手県の合計特殊出生率と未婚率の推移

人口減少対策
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過去３０年間の岩手県の社会減と有効求人倍率全国差の推移
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人口減少対策



東京圏への人口一極集中の状況

東京圏 名古屋圏 大阪圏他道県合計

万人
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

転

入

転

出

住民基本台帳転入超過数（三大都市圏・他道県合計）

東京圏（東京都神奈川県埼玉県千葉県合計）
名古屋圏(愛知県岐阜県三重県合計)
大阪県（大阪府兵庫県京都府奈良県合計)

資料出所：総務省統計局住民基本台帳人口移動報告（2010年－2015年)

人口減少対策



１ 地域経済への影響
生産年齢人口の減少により、労働力不足と生産量（生産高）の低下が懸念される。

２ 地域医療、福祉・介護への影響
後期高齢者の増加により医療、福祉等の需要増加が見込まれる一方、人材の流出も懸念される。

３ 教育・地域文化への影響
児童・生徒の減少により、学校教育や地域の文化継承への影響が懸念される。

４ 地域公共交通への影響
利用者の減少に伴う経営上の影響が見込まれる一方、高齢者の増加により必要性が高まると

見込まれる。

５ 地域コミュニティへの影響
過疎と高齢化の進行により、共助機能の低下が懸念され、補完の必要性が高まる。

人口減少対策

人口減少に伴う課題



人口減少対策

岩手県人口
ビジョン

(2040年に100万人程度
の人口を見込む)

岩手県ふるさと
振興総合戦略
(人口減少対策施策)

・人口減少に伴い、労働力不足や生産量の低下など地域経済への
影響をはじめ様々な課題

・「岩手県人口ビジョン」(2015年10月)において、あらゆる施策
を講じ人口減少に歯止めをかけ、2040年に100万人程度の人口を
見込む。

・ 「岩手県ふるさと振興総合戦略」(2015年10月)を策定し、人口
減少に立ち向かう具体的な「ふるさと振興施策」を掲げ、岩手への
新たな人の流れを生み出す。

岩手で
働く

人口減少に伴う
課題

(地域経済への影響等) 岩手で
育てる

岩手で
暮らす

ふるさと振興の３つの柱

例)観光産業振興

人口減少に対する取組



ふるさと振興の３つの柱と目標

「岩手県ふるさと振興総合戦略」
～岩手県まち・ひと・しごと創生総合戦略～

岩手で働く：目標 社会減ゼロ △2,975人(2014)→0人(2020)

やりがいと生活を支える所得が得られる仕事を創出し、岩手への
新たな人の流れの創出を目指します。

岩手で育てる：合計特殊出生率 1.44(2014)→1.45以上(2019) 

社会全体で子育てを支援し、出生率の向上を目指します。

岩手で暮らす:国民所得に対する県民所得水準のかい離縮小 93.3→93.4以上

93.3医療・福祉や文化、教育など豊かなふるさとを支える基盤の強化
を進め、地域の魅力向上を目指します。

人口減少対策

(2013) (2019) 



・ものづくり産業、観光産業等の振興による雇用の創出
・被災企業の再建支援による雇用の創出
など

・生産性・市場性の高い産地の形成、６次産業化の推進
・地域をけん引する経営体の育成、新規就業者の育成
など

・全県的な推進体制の整備 ・移住情報の発信強化
・相談窓口体制の強化 ・移住・交流体験の推進
など
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人口減少対策（岩手で働く）

２ 農林水産業振興プロジェクト

３ ふるさと移住・定住促進プロジェクト

１ 商工業・観光産業振興、仕事創出プロジェクト
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岩手オリジナル ブランド米
・ 豊かな自然に育まれた農林水産物
・ 安全･安心を基本的価値に据えた食糧生産
・ ブランド化の推進、市場での評価と信頼の獲得へ

人口減少対策（岩手で働く）
農林水産業振興プロジェクト

https://www.city.hanamaki.iwate.jp/jigyousya/305/306/p007466_d/img/001.jpg
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首都圏における移住・定住の取組

専用サイトを開設
移住に関する情報を発信

いわて暮らしサポートセンター
移住コンシェルジュとキャリア・
カウンセラーを配置

人口減少対策（岩手で働く）
ふるさと移住・定住促進プロジェクト



1 就労、出会い、結婚、妊娠・出産まるごと
支援プロジェクト

2 子育て支援プロジェクト

・子育てしながら働きやすい労働環境の整備
・出会い・結婚支援の強化
・妊娠・出産に対する支援

・子育てにやさしい環境づくり
・保育サービス等の充実
・子どもに対する医療の充実と子育て家庭への支援

22

人口減少対策（岩手で育てる）



『“いきいき岩手”結婚サポートセンター』開設

（2015.10.1）

就労、出会い、結婚、妊娠・出産まるごと支援プロジェクト

岩手県オリジナルデザイン
の「ご当地婚姻届」

人口減少対策（岩手で育てる）



1 魅力あるふるさとづくりプロジェクト

2 文化芸術・スポーツ振興プロジェクト

・魅力あるまちづくり
・地域コミュニティ強化
・公共交通の確保・利用促進 など

・文化芸術活動の活発化と支援体制の構築
・スポーツの振興による地域活性化の促進 など
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3 若者・女性の活躍支援プロジェクト

・若者間のネットワーク構築の促進
・地域における男女共同参画の推進 など

人口減少対策（岩手で暮らす）



中尊寺金色堂
（平泉町）

■次世代の素粒子物理研究施設「ＩＬＣ国際リニアコライダー」
■国際プロジェクトとして岩手県北上山地が候補地に

標高100ｍの山腹（地中）に
建設予定

加速器トンネル

測定器

ダンピング・リング

（想定位置図）

北上市

奥州市

一関市

大船渡市

陸前高田市

気仙沼市

人口減少対策（岩手で暮らす）

魅力あるふるさとづくり
プロジェクト

ILC%E5%8B%95%E7%94%BB%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%83%88.mp4


東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた取組
・ホストタウン登録・事前キャンプ誘致 ・スポーツクライミングの国内拠点化

人口減少対策（岩手で暮らす）

スポーツ振興プロジェクト



いわて若者文化祭

若者の活躍支援プロジェクト

人口減少対策（岩手で暮らす）



観光振興（現状）

岩手県（全体・圏域別）の観光入込客数（延べ人数）

（出典：岩手県観光統計）

（県全体：万人回）（圏域：万人回）
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県央 887 843 953 1,002 1,000 1,015 940 105.9%

県南 1,139 1,035 1,193 1,143 1,127 1,142 1,136 99.7%

沿岸 582 134 318 403 438 429 388 66.6%

県北 287 258 276 336 321 313 282 98.5%

合計 2,896 2,271 2,740 2,884 2,886 2,899 2,745 94.8%

（年度、延べ万人回）
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（出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」従業員10人以上施設）

岩手県外国人宿泊者数（延べ人数） （県全体：人泊）（市場別：人泊）

（単位：人泊）

台湾 韓国 中国 香港 タイ 豪州 その他 合計
2009 34,920 5,150 3,870 10,020 620 510 9,550 64,640
2010 35,970 12,440 4,940 17,920 600 870 10,700 83,440
2011 12,090 5,820 1,920 3,770 260 940 7,340 32,140
2012 19,640 4,690 2,780 5,370 780 690 8,840 42,790
2013 32,200 5,860 2,400 4,300 1,510 1,390 13,670 61,330
2014 45,560 4,350 2,570 3,940 1,720 2,080 13,000 73,220
2015 51,050 7,210 7,900 5,250 2,460 2,660 22,830 99,360
2016 64,780 6,980 13,060 8,690 4,380 3,510 23,930 125,330

2016/2010 180.1% 56.1% 264.4% 48.5% 730.0% 403.4% 223.6% 150.2%



■海外市場への展開

■外国人観光客の誘致拡大

■人材ネットワークの強化

岩手ブランドの創出と
県産品全体の販路開拓

市場のニーズに応じた
プロモーション

世界と岩手をつなぐ
ネットワーク構築

観光振興（いわて国際戦略ビジョン）

いわて国際戦略ビジョン(2017.3策定)



観光振興（誘客拡大の取組）

◆いわて国際戦略ビジョンに基づく誘客拡大

○食材・物産の販路拡大と組み合わせた誘客拡大

○いわて花巻空港へのチャーター便・定期便の誘致や、
クルーズ船の誘致と連動した誘客拡大

○宿泊・観光施設の受入態勢の充実
・Wi-Fi、トイレの洋式化、客室の和洋式化の整備支援
・多言語コールセンター（通訳・翻訳サービス）
・受入拡大に向けた事業者の人材育成支援

中尊寺金色堂（平泉町）



観光振興（三陸地域への誘客）

◆「三陸ならでは」のコンテンツによる誘客促進

○三陸鉄道各駅を基点とした新たな観光周遊ルートの策定
○三陸復興国立公園、三陸ジオパーク等、三陸を代表するコンテンツと三陸鉄道
を組み合わせた観光周遊ルートを生かした首都圏等でのプロモーション展開

〔北山崎（田野畑村）〕

〔穴通磯（大船渡市）〕

〔龍泉洞（岩泉町）〕

〔三陸鉄道〕

青
森

岩
手

宮
城

三

陸

復

興

国

立

公

園



◆ RWC2019TM、東京2020大会を見据えた沿岸地域への誘客促進
○三陸鉄道とスポーツツーリズムを組み合わせたプロモーションの展開
○クルーズ船誘致と並行し、港を起点とした三陸周遊観光モデルコースの策定

観光振興（三陸地域への誘客）

日本全国１２都市で開催

岩手県・釜石市
釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）

東京都
東京スタジアム

神奈川県・横浜市
横浜国際総合競技場

静岡県
小笠山総合運動公園
エコパスタジアム

大阪府・東大阪市
東大阪市花園ラグビー場

熊本県・熊本市
熊本県県民総合運動公園陸上競技場

大分県
大分スポーツ公園総合競技場

福岡県・福岡市
東平尾公園博多の森球技場

神戸市
御崎公園球技場

愛知県・豊田市
豊田スタジアム

埼玉県・熊谷市
熊谷ラグビー場

札幌市
札幌ドーム



岩手県人口ビジョン（2015.10策定）

おわりに

93.8万人

① 24.7万人

② 51.6万人

③ 68.4万人

2040年

103.9万人

④ 78.4万人
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本県の人口の長期的な見通し

① 社人研推計（出生動向に変化がなく、社会増減は一定程度収束）

② 社人研推計をベースに出生率向上（2030年1.8、2040年2.07）

③ ②に加え、対東京圏の社会増減ゼロ（国の総合戦略の考え方）

④ 2040年に出生率2.07となり、2020年以降に本県の社会増減ゼロ

（千人） 人口の展望が実現した場合の2060年人口構造

あらゆる世代が安
定し始める

2014年現在の人口構造

若年層減少

出生数低下

2060年
88.5万人

団塊の世代



御清聴ありがとうございました。
東アジアU－22ハンドボール選手権大会（2017.6月～7月：岩手県花巻市）

東京2020オリンピック・パラリンピックに向けたホストタウン登録 ラグビーワールドカップ2019TM釜石

おわりに


